
























 第 2 章では、ナノ粒子の呼吸器系への沈着モデルおよび血液を介した全身への移行









 第 3 章では、供試動物としてマウスを用い、金ナノ粒子（ 15 nm）と I-125 で標識



























行った。吸入曝露による内部被曝の実効線量を推算した結果、最大でも約 3.2 × 10-4 
mSv/5 年となり、 ICRP 勧告の線量限度 100 mSv/5 年よりもはるかに低い値となった。
また、施設内におけるサーベイメータによる測定で、最も高い空間線量は 0.354 μ





 第６章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。  
 
  











を介した全身への移行モデルを構築した。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
 ２）ナノ粒子（ 15 nm）とマイクロ粒子（ 3 μ m）をマウスに尾静脈投与した結果、
これら粒子の最終的蓄積臓器である脾臓や肝臓などの有窓性の毛細血管を持つ臓器
に到達する時間はナノ粒子の方が早いことを示した。また、気管内投与では、ナノ
粒子の場合、6 時間程度で微量ながら肺から血中へ移行し、肝臓などへと蓄積する傾
向があるが、マイクロ粒子では 6 時間程度では、ほとんど粒子の移行が起きないこ
とを示した。  
 ３）ナノ材料含有製品から発生するナノ粒子の曝露評価方法の提案、および曝露
評価を行うためのチャンバーの構築、発生粒子の特性評価を行うための分級捕集装
置の構築を行い、標準ナノ粒子を用いた性能評価、およびナノマテリアル含有製品
を用いた試験をすることで、これらの装置で製品からのナノ粒子の曝露量評価が可
能であることを示した。  
 ４）東日本大震災の被災地域に位置する焼却施設の作業環境の調査を行い、放射
性セシウムなどが吸着した粒子状物質の吸入曝露による放射線内部被曝は施設外で
の被曝に比べて大きくないことを示した。  
 
 以上のように本論文は、ナノ粒子の環境大気中から各臓器への曝露量評価手法を
提案するものであり、近年、健康影響が懸念されているナノ粒子のリスク評価手法
確立に大きく貢献するものであって  、学術上、実際上寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２７年２月１６日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請
者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
 
